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第 2葦 肺結核病巣に及ぼすグt)チル1)チ

緒 言

第 1篇並びに第 2第に於いては肺結核病巣の

周囲肺組織に炎症を惹起せ しめて,その病巣に

及ぼす影響を検討 し,これ等によって病巣周囲

の層状構造をある程度破壊 し得るであろうとい

うことがわかった｡それならば,これは真の意

味に於いて刺戟療法 とはいえないかも知れない

が,これ等層状構造の形成を阻碍するようなも

のを用いてみたならばどうであろうか｡ このよ

うな理 由から線継の形成を阻碍するといわれて

いるコ-チゾン (以下 ｢コ｣ と略記)並びにグ

リチル リチン (以下 ｢グ｣ と略記)を用いて本

篇に於いて検討 したのである｡

そもそも,1950年に ｢コ｣が初めてロイマチ

ス性疾患の治療に用いられてから ｢コ｣或いは

ACTH は種々の疾患に用いられるようになっ

て来たが,その間 これ等 ホルモンが結核病巣の

進展,特にその鯵出化並びに乾酪化を促進する

ことが報告されるに到って,この両ホルモンと
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第3葦 綜括並びに考按

結 論

結核 との関係が重要視され,臨床的並びに動物

実験的に数多 くの報告がなされている｡ しかし

ながら,現在に於いてもその増悪効果の其の機

序は解明されていない｡

その作用は抗炎症作用,抗アレルギー作用並

びに線維芽細胞増殖閉止作用等であることは明

らかとなっており,結核性疾患に於いてもその

急性渉出性 の 時期に抗結核剤 と併用すると,

全身及び局所症状の急激な改善をみることが多

くの人によって報告されている｡そこで,前述

のような所謂層状構造を有するよう な 病 巣 に

｢コ｣を用いた場合如何なる変化を生ずるか｡

更には INHを併用した場合如何なる効果を得

られるかについて検討 した｡

又,副腎皮質ホルモン様作用を有するといわ

れている｢グ｣についても同様検討 した｡傭｢グ｣

は動物の種類,その投与量,時期等によってそ

の作用に差を生ずるといわれているので,量を

変えた2群を作成し,併わせて INH との併用
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効果をも併わせ検射 した｡ '

何れもその作用堆序に不明な点が多く,且つ

層状構造のある程度形成された病巣に対する効

果を検討 した報告は少ないが,著者は本実験に

てある程度検討 し得たと考えている｡

第 1章 肺績核病巣に及ぼす ｢コ｣の影響

第 1前 葉鹸材料並びに実験方法

実験材料並びに肺病巣作成法は第 1第第 2葦

に於いて述べた通りである｡

実験方法 ;家兎を4群に分かち各々5羽宛とし

第 1群 ;無処置 (対照群)0

第 2群 ;｢コ｣25mg,12.5mg,5mgの順に

夫}rl週間宛毎日注射 (｢コ｣25mg群)｡

第 3群 ;第 2群 と同様の方法に て50mg,25

mg,12.5mg宛毎日注射 (｢コ｣50mg群)｡

第 4群 ;第 3群に INH50mg毎 日併用

(｢コ｣･INH併用群)O

とし,夫々1カ月後に屠殺し,その病理組織学

的,組織化学的並びに細菌学的所見を比較検討

した｡その検蚕法は第 1第帯2葦,第2第第 1

葦 に於いて述べた通 りである｡

第 2節 実 験 成 凍

第 1項 病巣部の病理組織学的並びに

組織化学的所見

対照群

肉眼的並びに顕微鏡的所見は第 2第に於ける

対照群の所見と同様である｡

｢コ｣25mg琴

肉眼的所見 ;対照群にみられない空洞の形成

がかなり著明で,主病巣の他にその周囲に軽度

の撒布巣を認め,軽い出血傾向がある｡

顕微鏡的所見 ;対照̀群のそれと略々同様の構

造 を表すが,腰原線維層で線維の輪状配列を示

さない部分では充血拡張 した血管が豊富で,そ

の周囲に淋巴球の浸潤が多い｡供 し線椎の変性

消失等ほみられない｡病巣周囲の肺組織にも中

等慶の淋巴球及び多核球の浸潤がみられ,充血

した血管に富み軽度の出血が認められる. 病巣

内部へ 向っての 肉芽組織の形成は認 められな

い｡
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脂質並びにメタクT2マジア陽性物質は対･照群

と大差なく認められ,Ca は壊死層に対･照群よ

り精々多量に証明される (第15-17回)｡

r=J50mg#

肉眼的所見 ;｢コ｣25mgと略々同様の所見

を皇す｡

顕微鏡的所見 ;本群の特徴は 対照群並 びに

｢コ｣25mgと比較 して一般に細胞浸潤が少な

いことである｡ 即ち,腰原線維層で線維の走向

の規則正 しい部分 と不夫組U部 との差が著明とな

り,後者に於いては線維が変性消失 しているよ

うな感を呈 し血管拡張も著明であるが,細胞の

浸潤は ｢コ｣25mg群よりかなり少ない｡又病

巣周囲の肺組織も血管豊富で,充血拡張及び軽

度の出血がみられるが,矢張 り細胞浸潤は｢コ｣

25mg群より造かに少ない｡従って周囲肺組織

との境界は比較的鮮明である｡

甘旨質,Ca 及びメククロマジ了は｢コ｣25mg

と大差は認められない (第18-20図)0

｢コ｣ ･INfI併用群

肉眼的所見 ;出血が非常に顕著なことが特徴

で他は ｢コ｣単独使用群 と大差はない｡

顕微鏡的所見 ;本群の特徴は腰原線維層及び

病巣同園の肺組織のみならず,病巣膏Bよりかな

り離れた健常肺組織 と思われる部分にも血管 の

拡張充血が著明で,その周囲に著明な出血がみ

られることである｡

腰原線維層の状態は ｢コ｣50mgと大差は認

め難いが,壊死部に向って肉芽形成が軽度に認

められる｡

Ca は対照群 より精々多いようであるが,脂
質及びメタクロマジアほ大差は認め難いようで

ある (第21-24図)0

第 2項 病巣部の細菌学的所見

対照群 ;第 2篇第 2葦に述べた通 りである｡

｢コ｣25mg群 ;壊死層及び細抱浸潤層の内

層に単個薗又は集落状をなして細胞内外に証明

され,対照群 と比較 して精々多量に証明される

ように思われる｡壊死層のものは集落状をなす

もの多 く,細胞浸潤層のものは単価菌 として存

在するものが多い｡組織からの塗抹並びに培養
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検査成績 も共に陽性である｡

｢コ｣50mg群 ;中心壊死層にかなりみられ

るが,他の部分には殆んど認められず,単個菌

の形で存在するものが多い.塗珠並びに培養成

績は共に陽性である｡

｢コ｣･INH併用群 ;病巣重体を通 じて殆んど

認められず,塗抹及び培養成績も陰性である｡

第 3節 本 章 小 結

以上本章に於いては家兎の実験的肺結核転対

して ｢コ｣並びに INH を使用してその効果を

検討 したが,本実験程度の使用量では悪化並び

に拡大の傾向はそれ程著明には認められな く,

腰原線維層も亦余 り変化を受けていない｡従っ

て人体 のそれは 更に強敵 であると思われるの

で,この程度の使用量ではその奴具は殆んど及

び難いのではないかと思われる｡ ただ,線維の

配列不規則部分でその変性消失の傾向がみられ

ることより考えて,長期の使用が可能ならばあ

る程度の期待は持ち得るのではなかろうか｡叉

出血傾向が強いことは臨味応用上留意すべきこ

とであると思われる｡

第 2章 肺積核病巣に及ぼす ｢グ｣の影響

第 1節 実験材料並びに実験方法

実験材料並びに肺病巣作成法は第 1第第2章

に於いて述べた通 りである｡

実験方法 ;実験家兎を3群に分ち,夫々5羽

宛として,

第 1群 ;｢グ｣40mgを毎 日注射 (｢グ｣40mg

群)0

第 2群 ;｢グ｣1(氾mgを毎 日注射 (｢グ｣100mg
群)0

第 3群 ;第 2群に INH50mgを毎 日併用 (｢
グ｣･INfI併用群)O

とし,各群共に2カ月後屠殺しそれ等の病理組

織学的,組織化学自勺並びに細菌学的所見を比較

検討 した｡何れもその検査法は第2篇第 1葦に

述べたと同様 である｡ .街対照̀群は 実験期間が

｢ッ｣使用群 と同じであらたので第 2篇疫於け
るものを使用した｡

第 2軒 実 験 成 耕

京大結研紀要 第7巻 第 2号

●
第 1項 病巣部の病理組織学的並びに

組織化学的所見

対-照群 ;第 2篇第 2章に述べた通 りであるO

｢グ｣40mg群

肉眼自勺所見 ;比較的限局性の病巣であるが,

一部には対照̀群にみられない空洞形成を認める

ものもある｡倫出血傾向は認められない｡

顕微鏡的所見 ;病巣の構造は対-照群 と略々同

様で あるが,腰原線維層は比較的 よく形成せ

られ,線維の走向も比較的規則正 しい 配列を

示し,対照̀群よりも精々著明のようである｡この

内側の細胞浸潤層より病巣中心に向い放線状に

淋巴球,線維芽細8包等の侵入 が認められる｡病

巣周囲の 肺組織には 中等度の細胞浸潤 がみら

れ,血管周囲は精々浮腫状を呈していて細胞浸

潤 も多い｡

メタクロマジ了は貯照群 と略}r同程度証明さ

れ,脂質は壊死層に来｢照群より精々多量紅潮蔓

性に出現 している｡Ca の出現状態は ｢ツ｣使

用群同様種々で一定 していない(第25,26図).

｢グ｣100mg群

肉眼的所見 ;主病巣の周囲に軽度の撒布巣を

認め,一部は空洞化 し,限局化の傾向は余 り強

くない｡出血傾向はない｡

顕横鏡的所見 ',対照群 と異なる点は腰原線維

層の中で線維配列不規則な部分は益々不規則 と

なり,恰かもここで 断裂 したような様相 を皇

し,拡張充血した血管が豊富で且つその周囲に

小円形細胞浸潤の多いことであり,叉ここから

病巣中心に向って故線状に肉穿形成の認められ

ることである｡ 併 しこの肉芽形成は余 り著明で

はない｡ これが叉 ｢コ｣単独使用群 とも異なる

点である｡ 線維層の形成程度は対照群 と殆･んど

差はないが,線維間に円形細胞浸潤が多 く線維

の膨化変性の傾向がみられる｡ 病巣周囲の細胞

浸潤は ｢グ｣40mg群 より少ない｡

脂質,Ca及びメタクロマジアの出現状態は

｢グ｣40mg群 と略々同様である (第27-29

図)0

｢グ｣･INH併用群

肉眼的所見 ;結節状で増殖型を呈している小
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病巣 と空洞形成のみられるものとあり,後者の

場合出血傾向が著明である｡併しながら,｢コ｣

･INfI併用群に於け る程著明ではない｡

顕微鏡的所見 ;増殖型のものは粟粒大で壊死

部を中心 として業頁上皮細胞の増殖が著明 であ

り,中心へ向って肉芽形成も著るしい｡その外

層を薄い腰原線維が極めて規則正しく輪状に囲

続しており,細胞浸潤 も少なく周囲肺組織 との

境界は極めて鮮明である｡

出血傾向も全 くなく,脂質,Ca 及びメタク

ロマジフ等も全 く証明されない,

一方,空洞形成のみられるものでは腰原線維

層は拡張充血した血管に富み,出血の傾向大で

ある｡ 腰原線雄は大部分比較的規則正しい配列

を示しているが,一部分では非常に不規則であ

り円形細胞の浸潤が著明である｡ 線維間にも細

胞浸潤が認められるが線維の変化はそれ程著明

ではない｡叉病巣中心に向っての肉芽形成は著

明であり,壊死部の軟化が認められる｡

脂質は対照群と大差なく,Ca 並びにメタク

ロマジア陽性物質は証明されない (第30- 32

図)｡

第 2項 病巣部の細菌学的所見

対~照群 ;第 2篇第 2章に述べた通 りである｡

｢グ｣40mg群 ;壊死層に単個菌の形で滞蔓

性に認められるが対照群程著明でなく,細胞浸

潤層には証明されない｡組織よりの塗抹並びに

培養検査成績は共に陽性である｡

｢グ｣100mg群 ;壊死層に散見するのみで

他層には証明されず,且つ叉集落状をなして存

在するものは殆んど見当らない｡組織よりの塗

殊並びに培養成績は陽性である｡

｢グ｣･INH併用群 ;すべての検査成績に於

いて陰性である｡

第 3節 本 章 小 塙

家兎の実験的肺結核症に対 して副腎皮質ホル

モン様作用を有するといわれている ｢グ｣を用

いてその影響を検討 したが,全体を通 じて空洞

形成は対照群より多く,一般に肉芽形成の傾向

が強いようである0 時 に INH併用群に於いて

この傾向が強い｡
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｢グ｣40mg群では却って線維形成が強いよ
■

うであるが, ｢グ｣100mg群になると反対に
少なくなり変性の傾向を一部に示して来る｡

細菌学的所見は何れも改善を示 すが, f緒に

｢グ｣･INH併用群に於いて著るしい｡

第3章 鯨括並びに考投

｢コ｣の肺結核症に対する影響を研究した業

績は数多くあり枚挙に暇がないが,これ等を綜

括 してみると ｢コ｣を単独に使用した場合は病

巣の拡大或いは悪化を来すというものが多い｡

即ち,中には Simon41) 或いは Billimoria4'

等のように何等影響なしとしている者もあるが

Morgan28' 等を始め多くの人々2'8'9'16'33'38'10'

は動物実験或いは臨床成績にて何れも悪影響の

あったことを報告 している｡即ち,BacoS2) 紘

｢コ｣使用群は単核球の反応が強 く,結核病巣

も特有の像を示さないといい,藤本8)等は病型

は常に珍出型であって遂には乾酪性肺炎の形 と

なり,歯の増殖が着るしいといっている｡

Morgan28㌧Piere-BourgoisS3'等 も又何れも

珍出傾向の強いことが特徴であるとしているO

又Wanzer50)等は実験的結核症に対 し肉芽形成

を抑制し病巣の限局化を妨げると述べている｡

これ等の作用機序についての決定的な解明は今

葡ないが,おそらくは ｢コ｣の諸作用の中抗ア

レルギ-作用,･抗ヒアルp-ダ-ゼ作用及び線

維母細胞増生阻止作用等が重要な因子 として作

用するのであろうと思われる｡従って炎症に対~

して抑制的で肉芽や線維の増殖を抑制 して病状

を軽減する反面,その為に叉病巣の限局化が妨

げられ,拡大撒布を来すのであろう｡一方,

Piere-Bourgois33) のように乾酪物質の液化を

重視している人もある｡

では慢性化しある程度被包化された病巣に対

してほどうであろうか｡本篇の実験に於ける対

照群は摩原線維の配列に一部乱れた 所 が認 め

られ,細胞浸潤 も未だ認められるが,一応メタ

クロマジフ陽性物質を有する腰原線維層によっ

て被包された病巣を示す. これに粁して ｢コ｣

使用群では乾酪物質の液化と共に腰原線維層に

精々変化がみられ,周囲肺組織にも精}r細胞浸
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潤が多いかと思われる.即ち,一旦形成された

部分の腰原線維 は殆んど変化を受 けていない

が,線維の配列不規則な部分では充血した血管

が豊富で,その周囲に円形細胞の浸潤がみられ

る｡そしてここから線維層内及び病巣内に細胞

浸潤を来 しているように思われる｡ これ等の所

見 より考えると,寺枚等の所謂層状構造の不完

重な部分 より細胞浸潤が次第に内部に及び,蛋

白分解酵素等の侵入も促進せられ, ｢コ｣の乾

酪物質融解促進作用18)と相侯って乾酪巣の軟化

融解を来すのであろらと考えられる｡従ってこ

れ等の変化が長 く持続すれば屡原線維層も次第

に変化を来し,線維の変性並びに崩壊更に層状

構造の崩壊 ということも考えられぬことではな

い. これには本簾の実験程度の短期間では不可

能であって,かなり長期に亘って持続的に用い

なければいけないと思われる｡

次に ParafBB)等によって唱えられ た杭結核

剤 との併用はどうであろうか.布〕期の急性溶出

性の時期に用いれば前述 したような ｢コ｣の作

用 と抗結核剤の作用と相僕って急速且つ十分･な

効果が期待される.実際に多くの人/i:抑 7日SI28)

4生)46)が夫々臨蘇上慶岬勺な効果をあげている.中

には高橋417等のように ｢コ｣はSMの作用を増
強するといっている人 もある｡けれどもこれ等

多 くの人々も慢性肺結核特に安定 したような病

巣に対 しては殆んどその効果を認めていない｡

併 しながら篠原伯Iのように慢性肺結核に対 して

も必ず しも無効ではなく,長期に亘って使用す

れば若干の効果は期待 し得 るといっている人 も

あり,Even7),Sors447等 も空洞の清浄イヒをと

りあげてかなり効果を期待し得ると報告してい

るO藤 田 9)等 も副腎皮質ホルモンと杭結核耕特

に INH との併用は吸収破癌化を促進するとし

ている0 本篇の実験に於いては一旦形成せられ

た層状構造には余り変化が認められず,著明な

治癒横転 も証明されない｡従ってこの程度の短

期間の投与に,於いては前述のような期待は無理

のようである｡ただ, ｢コ｣･INH 併用群に菌

の証明きれないこと,並びに前述 したように長

期に亘って ｢コ｣投与を行えば線維層崩壊の可

能性も考えきれること等 より考えると,長期に
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亘って両者の併用を行えばある程度層状構造の

形成されたような病巣でも,その効果は期待 し

得 られるようである｡併しながら現今の段階に

於いては,Turiaf畑)のいうように, 抗結核剤

の保護下にある肺結核に対 しても何等の危険も

なく長期に亘って ｢コ｣が使用出来るとは考え

られず,従って著者の目的とする瀬痕性治癒に

まで到達せしめんとするにはかなりの困難を予

想させる｡

｢コ｣･INH併用群で特に出血傾向が著明なの

は ｢コ｣叉は INH単独の作用のみでなく,両

者の間に何等かの相乗的作用があるものと思わ

れる｡

Ca が他の実験群に比 して一段に多く証明さ

れるのは ｢コ｣の作用によるものか,或いは他

の理由正よるものかは判然 としない｡

次に ｢グ｣に関してであるが, ｢グ｣の作用

は一宮にしていえば解蕃作用並びに ｢コ｣様作

用であるといえるO この作用本態 について熊

谷24)加)等ほ, ｢グ｣は副腎皮質ホルモンの酵素

的破壊を抑制 し,ホルをンの不活性化を抑制す

る為に間接的に副腎皮質ホルモン様作用を硯わ

すのであるといっているが,場合によっては逆

にこの酵素作用を促進させて,ホルモンの不活

性化を促進 しホルモン分泌を促す性質もある40'

という｡何れにせよ, ｢グ｣そのものに ｢コ｣

と同様の作用があるのではなくて間接的に｢コ｣

様の作用をなすのであって,これが生体内の条

件によって種々異なって来るのであろうと思わ

れる｡本篤の実験に於いても ｢グ｣100mg群は

｢コ｣単独使用群 と非常によく似た所見を呈す

ることはこの説に一致 している｡ただ｢グ｣100
mg群には 肉芽形成 が認 められるのに 反して

｢コ｣使用群では殆んど認められないことは,

前者に於いては ｢コ｣の生体内量が生理的範囲

内より出ないのに対一して,後者の場合には過量

に与えていること並びに後述するようにこの両

者の間には何等か本質的に異なる作用がある為

であろうと考えている｡

叉,木村か〉等は蒙兎の実験的肺結核に対 して

強カネ* ミ/フ7-ゲyC (｢グ｣20% 含有)

を用いて治療効果のあったことを報告している
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が,それによると増殖傾向が対照に比 し非常に

著明で 腰原線維の 増生 も著 るしいと述べてい

る｡著者の実験に於いても ｢グ｣40mg群では

むしろ線維化の傾向が促進せ られ,肉芽の形成

と共に被膜の形成 も対照群 より著明である｡併

し ｢グ｣100mg群では 線維化は反対 に抑制せ

られ,鯵出化-軟化-→空洞化の傾向をとるので

はないか と思われる｡ これは進藤43),柴田40)等

の適量の ｢グ｣はア レルギー反応を抑制 し,過

量では却って促進するという報告 と比較 してみ

ると興味 ある事実であろう｡

｢グ｣･INH併用群には増殖傾向の強い小病巣

と空洞化のみ られる病巣 と2型み られ るO 前者

は病巣形成の初期即ち鯵出性変化の時期に両剤

併用の効果が及んだものと思われる｡ INH の

抗菌作用によって新な炎症発生の原因が除かれ

ると同時に, ｢グ｣の抗ア レルギー作用の為炎

症が抑制せ られ増殖傾向が促進せ られた為生 じ

たものであろうと思われ,木村21)等のSM併用

例によく似た所見を呈している｡ これに反して

後者の場合は一応層状構造のみられ る比較的大

きな病巣で,腰原線維層の断裂 と共に軟化融解

の傾向がみ られ,｢コ｣･INH併用群 とよく似た
所見を呈す る｡ ただ肉芽組織の 形成は ｢グ｣･

INH 併用群の方が著明 であり, 出血傾向 は

｢コ｣･INH併用群の方が造かに強い｡又Ca及

び メタクロマジア 陽性物質の 発現状態 も異な

る｡ これ等の点 より考えれば ｢グ｣の作用は単

に ｢コ｣代謝に影響するのみならず,栗栖26)等

のいうようにその作用に何等か本質的に異なる

点があるようであるが,その詳細は今後の研究

に侯たなければならない｡

細菌学的検索に於いては ｢グ｣のみの使用に

よってもある程度の改善はみ られ るが,木村等

のいうような著明な改善 は認められない｡

薦 論

家兎の実験的肺結核症に対 して

1) ｢コ｣25mg,12.5mg,5mgを各々1週

間宛毎 日注射
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2) ｢コ｣50mg,25mg,12.5mgを同様の方

法 にて使用

3) 上記 2)に INH50mgを毎 日併用

4) ｢グ｣40mg毎 日注射
5) ｢グ｣100mg毎 日注射

6) ｢グ｣100mgに INH50mgを毎 日併用

を行い比較検討 した結果次の結論を得た｡

1) 本篇の実験に於ける程度の使用量では,

｢コ｣及び ｢グ｣共に一旦形成された層状組織二

は殆んど影響を受けない｡

2) ｢コ｣では量による差は認め難 く,珍出化

の傾向も対照に比較 してそれ程著明ではない｡

3) これに対 して ｢グ｣では量による差が認

められ,40mg群では対照群 より却って線維化

の傾向が強 く,100mgでは ｢コ｣群 とよく似た

所見を呈するが,線維の変性傾向は ｢グ｣の方

が強い｡

4) 病巣内結核菌は ｢コ｣25mg群では対照

群 よりむ しろ多 く ｢コ｣50mg群でも改善を認

めないが, ｢グ｣使用群ではある程度の改善が

認められ る｡ INH 併用群では ｢コ｣,｢グ｣何
れにも証明されない｡

5) ｢コ｣使用群は血管の拡張充血が著明で

あるが,特に ｢コ｣･INH 併用群では出血傾向

が著明で,健常 と思われ る肺組織にも及んでい

る｡

6) ｢コ｣使用群に Ca が比較的多 く証明さ

れ るがその理 由は不明で今後の検討を要する｡

7) ｢グ｣使用群では何れも病巣中心部に向

って肉芽形成を認め,治癒傾向を認める｡ これ

はと陣に｢グ｣･INH 併用群に著明で,これが｢コ｣

使用群 と異なる点である｡

8) 刺戟療法 として ｢コ｣並びに ｢グ｣はあ

る程度の期待を持ち得 ると思われる｡ 特に後者

の方が線維の琴性傾向がより著 るしいことから

その可能性が考えられる｡併 し,両者共長期に

亘って用いる必要があり,病巣形成後なるべ く

早期に用いた方がその効果は大であると思われ

る｡
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第15図 ｢コ｣25mg群 H.E.

線維の配列親則正しい部分 対照群に比較

して路々変化はない第16図 ｢コ｣25mg群

V.G.線維配列不親則な部分 周囲肺組織にも中等度の細

胞浸潤を認める第17図 ｢コ｣25mg群 C.

A.対照群, ｢ツ｣群等に比し造かに著明である 京大結研紀要 第

7巻 第 2号壊
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第18囲 ｢コ｣50mg群 H.E.

線維走向規則正しい部分,殆んど変化なし

第19図 ｢コ｣ 50m

g群 V.G.線維配列親則正しい部分

第2 0囲
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第21因 ｢コ｣･INH併用群 V.G.

線維配列塊則正しい部分,線維の建同規則正しく変化はみ られない

第22図 ｢コ｣･INH併用群 Ⅴ.G. 節 京大結研紀要 第7巻 第2号柄巣部梯稚走向不規則な部分,周囲肺組織には中等度の細胞浸潤がみら
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第24図 ｢コ｣ ･INH 併用群 脂質

第25図 ｢ダ｣40mg群 V.G. - 307-

線
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第27囲 ｢グ｣100mg群 Ⅴ.G.

肉芽組織の形成がみられる第28図 ｢グ

｣100mg群 V.G.病巣中心に

向い肉芽形成が認められる第29図 ｢グ｣100mg群

Ca黒 くみえる部分が Caであるが,余 り著明ではない

級肺 京大

結研紀要 第7巻 第2号

線維
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第30図 ｢グ｣･INH 併用群 V.G.

肉芽形成はかな り著明である

第3


